
■ 働き方改革の本質は
「一人ひとりが生み出す付加価値を上げる」こと

「働き方改革」が加速するなか、企業の重点テーマが「長

時間労働の是正」から、「社員一人ひとりの成長や組織力

強化による生産性向上」へとシフトしつつあります。RPA※2

による定型業務の自動化や、法規制対応による労働時間の

是正、多様で柔軟な働き方が進む一方で、限られた労働時

間の中で競争力を高めていくためには、人財そのものの

「質」の向上によって「生み出す付加価値を上げていく」こと

が必要不可欠になっているからです。

日立は、社員一人ひとりの付加価値と、組織全体の生産

性を向上させていくためには、それぞれの働きがいに向き

合い、適切な施策を展開することで、幸福感や充実感にあ

ふれ、イキイキと仕事ができる社員を増やしていくことが何

よりも大切だと考えました。

そのためには、社員一人ひとりの挑戦意欲や創意工夫と

いま多くの企業が働き方改革に取り組み、長時間労働の是正をめざしています。しかしそれは「改革」の第一歩にすぎま
せん。本当の意味でのゴールは、捻出された時間を社員一人ひとりの生きがいや価値創造の実現に充て、組織全体の
生産性向上をめざしていくことにあります。日立はこうした考えのもと、ピープルアナリティクス※1による問題点の可視化と
改善を図りながら、社員がイキイキと働ける環境整備に取り組み、そのノウハウや成果をお客さまにソリューションとして提
供しています。
※1 企業に蓄積されたさまざまなデータを分析し、戦略的な人事・経営の意思決定や業務効率化などに生かす取り組み

いった意識を計測・可視化して、適切かつ持続的にアクショ

ンプランを改善していくことが必要です。

この難題を解決するため、日立が2016年に導入したの

がHRテック※3です。HRテックとは、人工知能（AI）やビッ

グデータ分析といった先端テクノロジーを活用し、さまざま

な人事業務の高度化・効率化と、定量的で合理的根拠に

基づいた人財活用・改善活動を支援するソリューションの

総称です。
※2 Robotic Process Automation
※3 Human ResourceとTechnologyを掛け合わせた造語

■ 個人の意識を可視化するサーベイ
日立は、「個人の意識を可視化する」ことが重要である

と考え、筑波大学の学術指導の下、生産性の意識と配置

配属のフィット感を見える化する2つのサーベイを開発し

ました。

一つは、生産性に対する意識の高さを測るもの、もう一つ
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が、自身の配置配属に対するフィット感を測るもので、それ

ぞれの社員が“ご機嫌”な状態、つまり“イキイキと生産性

が高い”状態で働けているかといった個人の「意識のデー

タ」を計測・可視化するのが目的です。

このサーベイは、日立の一部組織の社員約7,700名を対

象に行われ、その結果と勤怠データや出張履歴などの「行

動データ」をAIで掛け合わせて分析したところ、従来の手

法では気づくことができなかった、さまざまな事実が発見さ

れました。

■ データから得られた“新しい気づき”を実践
例えば、ある部署では「金曜日に残業していないチームは

生産性が高い」という事実が導き出されたのです。また「出

張などで社外に移動する回数が多い人ほど創造性・効率性

が向上する」という結果も表れました。　

そこで日立の一事業所では、サーベイや行動データとの

分析結果をもとに、社員一人ひとりが幸せを感じる働き方を

実現するための気づきが得られる施策を実施。業務のフィッ

ト感を高めるために上司が部下のやりたいことやキャリアプ

ランを引き出し、それを意識して業務目標を設定する

「Will-Can-Mustコミュニケーション」や、快適な職場環境

について組織全体で話し合う場としての「ワールドカフェ」

の実施、テレワークを後押しする「サテライトオフィスの拡充」

といった多数のアクションプランを実行しました。

■ 2回目のサーベイで施策効果を実証
2019年3月に2回目のサーベイを行った結果、生産性と

配置配属ともにサーベイのスコアが向上し、個人の働く意

識（付加価値）も向上していることが確認されました。また

各種施策の展開は、残業時間の削減と年休取得率のアッ

プにもつながり、毎月約1日分、社員がイキイキと使える時

間が創出されるという効果も出ました（図1）。

日立が開発したサーベイの特長は、個人を仕事で輝かせ

るため、一人ひとりに深く寄り添い、その成長を促すことを

重視している点にあります。そのためサーベイ結果を個人に

開示し、挑戦意欲や役割理解などの点数とともに、変容に

向けた“気づき”を促すコメントも付加しています。個人がど

う変わればイキイキと働けるのか、そのために上司や組織が

何を行えばよいかを明確に示し、実践することが何よりも重

要だと考えているからです。

サーベイを活用したピープルアナリティクスは、施策の効

果を定量的に測れるため、内容のブラッシュアップや施策自

体の継続可否に関する判断を客観的かつタイムリーに行う

ことができます。

また、テレワークに必要なIT環境や在宅勤務制度・サテ

ライトオフィスの整備、RPAの導入など、働き方改革につな

がる具体的な施策と併せてピープルアナリティクスを活用す

ることで、社員の意識を的確に把握しながら施策の効果を

検証するPDCAサイクルを回すことができ、生産性向上など

図1 サーベイに基づく施策展開で個人の意識が向上
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お問い合わせ先・情報提供サイト

のフィット感などをふまえ、社員がイキイキと活躍するための

意識変革を促すフィードバックや、精度の高い人事施策を

支援していきます。

また「日立ワークスタイル変革ソリューション」では、

Innovation、Work、Life、Healthcareという観点から、多

様な働き方の実現に貢献するソリューションを提供してい

ます。

ダイバーシティが加速する時代において、企業の競争力

強化には、社員一人ひとりに寄り添った施策で個人の幸せ

を追求することが大切だと日立は考えます。これからも日立

は、高度なデータアナリティクスの技術力と人事領域のナ

レッジを組み合わせ、社員一人ひとりがイキイキと働ける社

会の実現に向けた取り組みを強化していきます。

の変化も可視化することが可能です。

今回の成果をふまえて、日立は2019年度も社員一人ひと

りが幸せを感じる働き方の実現に向け、新たな施策も含め

た取り組みをさらに加速させています。

■ 自社で得た知見をお客さまにも提供
日立は、こうした社内での実践を通じて得たノウハウや知

見を生かした、お客さま向けのソリューションも多数提供し

ています（図2）。

そのひとつが「日立人財データ分析ソリューション」です。

本ソリューションは、独自のサーベイで明らかになる個人の

「意識のデータ」と、勤怠データや出張履歴などの「行動

データ」をAIで分析することで、生産性向上に貢献する新

たな要因を導出。社員一人ひとりの強みや課題、配置配属

図2 社員がイキイキと働ける環境をソリューションで支援

● 社員一人ひとりの生産性に対する意識や
配置配属のフィット感などの把握

● 個人・組織の課題明確化

図2 社員がイキイキと働ける環境をソリ

● 社員の
サーベイ回答

● 勤怠／
出張履歴データ
など

サーベイ
報告書の
作成

・・・勤怠データ

出張履歴データ

サーベイ
結果

組織活性化支援
就業管理AI分析
支援など

Innovation
会議効率化支援
業務自動化支援

など

Work

健康経営検討
支援など

Healthcare
安心テレワーク・
可視化など

Life

All Rights Reserved,Copyright ©2019,Hitachi,Ltd.



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


